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研究成果の概要（和文）：ナノシートに脂肪由来幹細胞（ASC)を接着し、創部に移植することで、創傷治癒促進
効果を得ることができた。また、ASCの一部をを生着させることができた。これはナノシートが再生医療分野に
応用可能であることを示唆している。
塩基性線維芽細胞成長因子（bFGF）をナノシートに担持させ徐放化させるこで、少量の薬剤で高い創傷治癒効果
を得ることができた。
素材はきわめて薄いため、使用時の取り扱いや剤形の工夫など引き続き改善が必要ではあるが、接着効果、生分
解性など特異な特性を有しており、また安価に製造することが可能な見込みであり、高い将来性を持っているこ
とが確認できた。

研究成果の概要（英文）：we demonstrated rapid transplantation of adipose-tissue derived stem cells 
(ASCs), organized on free-standing porous polymer ultra-thin films to the murine skin defect model. 
The permeable structure of porous nanosheets allowed for sufficient nutrient inflow into the 
multilayered ASCs constructs. Transference of a trilayerd ASCs-laden nanosheet achieved the 
homogeneous transplantation of ASCs on the skin lesion. The transplanted ASCs also contributed to 
the wound healing in the murine dorsal skin defect model. Cell transplantation using porous 
nanosheets will be useful for wound management

研究分野：形成外科、創傷治癒
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ナノシートは、生体内で分解される素材で作られたきわめて薄いシートである。使用時の取り扱いや剤形の工
夫など引き続き改善が必要ではあるが、接着効果、生分解性など特異な特性を有しており、また安価に製造する
ことが可能な見込みであり、本研究で高い将来性を持っていることが確認できた。
　薬剤輸送や幹細胞移植といった用途に用いることができ、動物モデルで効果を確認することができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 年々増加する褥瘡や下肢虚血性壊死症例などは、長期入院や手術が必要になる。低侵襲、低
コストで治療できるようになれば医療財政的にもメリットが大きい。 
 
２．研究の目的 
ナノシートは、生体内で分解される素材で作られたきわめて薄いシートである。これに幹細胞、
薬剤などを組み合わせることで、安価で効果的な新治療法を開発する。 
 
３．研究の方法 
 マウス背部の皮膚潰瘍モデルを使用して、創傷治癒促進効果を確認する。ナノシートを用い
て薬剤、幹細胞を創面に接着させ、創傷治癒促進効果を確認する。 
４．研究成果 
 ナノシートは、生体内で分解される素材で作られたきわめて薄いシートである。使用時の取
り扱いや剤形の工夫など引き続き改善が必要ではあるが、接着効果、生分解性など特異な特性
を有しており、また安価に製造することが可能な見込みであり、本研究で高い将来性を持って
いることが確認できた。 

Nishiwaki ら、In situ 
transplantation of adipose 
tissue-derived stem cells 
organized on porous polymer 
nanosheets for murine skin 
defects. J Biomed Mater Res B Appl 
Biomater.2019Jul;107(5):1363-13
71.では、ナノシート上に幹細胞を
接着させ、移植することで創傷治癒
促進効果を確認できた。また、幹細
胞の一部は生着していることが確
認できた。 
 Aoki ら、The efficacy of basic 
fibroblast growth factor-loaded 
poly(lactic-co-glycolic acid) 
nanosheet for mouse wound healing. 
Wound Repair Regen. 2017 
Nov;25(6):1008-1016.では、ナノシ
ートを用いることによって、通常使
用法に比べ、少量の塩基性線維芽細
胞増殖因子できわめて大きな創傷
治癒促進効果を得られることがわ
かった。これはナノシートの特性を
よく表していると考えられた。 
 以上のように、薬剤輸送や幹細胞
移植といった用途に用いることが
でき、動物モデルで効果を確認する
ことができた。 
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